
 

 14 

厚生労働科学研究費補助金(がん対策推進総合研究事業） 

分担研究報告書 

 
３学会合同「がんゲノムネット」を用いた、国民への「がんゲノム医療」 

に関する教育と正しい情報伝達に関する研究に関する研究 
 

研究分担者 古川 洋一 

東京大学医科学研究所・教授 

 

 

 

 

 

 

 
Ａ．研究目的 
本研究は、日本癌学会、日本臨床腫瘍学会、日本

癌治療学会の「３学会合同ゲノム医療推進タスクフ
ォース」の中の、がんゲノムネット・ワーキンググ
ループ(WG)が作成する情報ツールの立案・実施のた
めに、提供に含むべき事項や伝達すべき内容の整理
と、注力すべきポイントの把握を目的としている。 

 

       Ｂ．研究方法 
研究分担者が行った講演活動や、厚労省の委託事

業「がんゲノム医療コーディネーター講習会」おけ
る質疑応答・意見聴取を通じて、参加者の理解度や
疑問点を把握し、注力すべきポイントを検討した。
倫理面への配慮）（匿名化された参加者の情報なの
で）特に問題はない。 
 

      Ｃ．研究結果 
医療者では遺伝子変異の記載方法や、変異の意義

に関する理解、また二次的所見や遺伝性腫瘍に対す
る理解が十分ではないと思われた。 
 

Ｄ．考察 
医療者の中でも、それぞれの業務の専門性から

ゲノム医療に必要な知識の理解度がかなり異なっ
ており、多様な教育・啓発活動が必要である。 
 

Ｅ．結論 
本研究で得られた成果をWGが作成するツールに

反映する予定である。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況  

（予定を含む） 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 
なし 

 
 

研究要旨 がんゲノム医療の普及のために、1）検査技師、薬剤師、看護師に対するゲノム医

療に関する教育、2）医師に対するゲノム医療に関する教育と啓発、3）一般市民に対するゲノ

ム医療に関する啓発活動を行い、これらの活動における質疑応答・意見聴取を通じて、参加者

の理解度や疑問点を把握し、注力すべきポイントの検討を行った。 


